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 ＞ 金沢市教委が小中に派遣 

たんの吸引や胃ろうによる経管栄養など、医療的ケアを必要とする子どもが親の付き添いなしに学校 

に通えるようにと、金沢市教委は市立小中学校に看護師を派遣する取り組みを始めた。石川県内の教委 

で、本格的に体制を整えるのは初めて。子どもや親からは喜びの声が上がっている。 

 金沢市内の中学校。三年の村上紗楓（さやか）さん（１４）は一限目が終わると、看護師に人工呼吸 

器を着けてもらった。全身の筋力が低下する病気。呼吸器を着けると体が楽になるため、日中は二～三 

時間だけ装着する。教室のベッドで授業を受け、積極的に発言もする。  

六月上旬に看護師派遣が始まるまでは、母親の悦子さん（４７）が毎日付き添っていた。だが紗楓さ 

んにとって、いつも親がそばにいるのは嫌で仕方がなかった。「友達と秘密の話やふざけた話もできない 

し、先生も気を使う。母も大変だったと思う。（看護師派遣は）本当にうれしい」と声を弾ませた。 

 市教委は本年度の当初予算で学校看護師の派遣費として九百万円を計上。現在は医療的ケアが必要な 

四人の児童生徒に対し計七人の看護師を採用し、ケアの内容に応じてそれぞれの学校に派遣している。 

看護師の派遣は、障害のある子の親でつくる「金沢つながりの会」が要望してきた。紗楓さんと同じ 

病気で呼吸器が必要な長女（中一）と次女（小四）がいる母親（３８）もその一人。三女（１つ）の出 

産前後は付き添いできず、登校できない日々が続いた。一人が風邪で学校を休めば、もう一人も休まざ 

るを得なかった。 

母親は看護師派遣を「ようやくかない、よかった」と喜び「障害があっても学校に行くのを当たり前 

にできる世の中になってほしい」と望む。市教委学校指導課の担当者は「（障害のある子もない子もと 

もに学ぶ）インクルーシブ教育に向けた大きな流れの一環。ケースに応じてしっかりと取り組んでいく」 

と話している。 

 増えるニーズ 取り組み途上 

医療技術の進歩を背景に医療的ケアが必要な子どもが増加し、地域の小中学校への通学を希望する児 

童生徒は今後増えるとみられる。だが親の付き添いを求められるケースは多く、看護師派遣の取り組み 

も自治体によってばらつきがある。 

文部科学省の二〇一六年度の調査では、全国六十七の都道府県と政令指定都市のうち、二十の県市で 

小中学校に在籍する医療的ケアが必要な子どもへの看護師配置がゼロだった。五人の対象児がいる富山 

県もその一つ。親が付き添っているかなどの状況について、県教委は「把握していない」とする。 

石川県内では野々市市（対象児一人）と白山市（同三人）も取り組む。ただ野々市市では保護者が毎 

日の派遣を望むのに対し、週一日にとどまる。白山市は福祉部局で介護者支援事業として取り組むが、 

市議会からは「教育保障の観点で、教委が所管するべきだ」との指摘が上がっている。金沢大の河合隆 

平准教授（障害児教育学）は「看護師派遣は特別支援学校も含めて大事な課題になっているが、財源や 

看護師確保の問題でニーズに追いついていない」と指摘する。 

医療的ケアが必要な子ども  

たんの吸引や経管栄養、人工呼吸器の装着などの医療 

行為を日常的に必要とする子ども。国の推計で全国に 

約１万７０００人おり、１０年前の１・８倍。 

特別支援学校や小中学校に在籍するケア児の数も 

増加している。 
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